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野生株ポリオウイルス根絶

および根絶の確認期間
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野生株根絶の確認

野生株ポリオウイルスの
封じ込め

mOPVストックの調整.

IPVの導入

OPV接種の協調的停止

Sabin株の封じ込め

cVDPV伝播のないことを
確認

サーベイランス
の維持

ワクチンストッ
クの維持

封じ込めの検証



Progress & Challenges

1988
> 350 000 cases
> 125 countries

2010

974 cases

4 countries







1. 野生株ポリオウイルス流行国におけるポリオ
伝播の継続（4カ国）

2. 野生株の輸出、再流行

3. ワクチン由来ポリオウイルス(vaccine derived
poliovirus:VDPV)

4. 世界的OPV接種停止のリスクと具体的方法

5. 不活化ポリオワクチン導入

6. 実験室保管ポリオウイルスの封じ込め

世界ポリオ根絶計画最終段階における諸課題世界ポリオ根絶計画最終段階における諸課題
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日本のポリオ
患者数の推移：1947年 - 現在

日本のポリオ
患者数の推移：1947年 - 現在

北海道等でポリオ大流行
ポリオ生ワクチン(OPV)の緊急輸入

OPVによる定期予防接種 1964 -

1950 1960 1970 1980 1990

1980年代以降のポリオ症例はす
べてワクチン関連麻痺症例

2000



◆ 弱毒化生ワクチン(経口) OPV

◆ 途上国をはじめとして、世界中の多くで使用されている

◆ 安価、接種が安全かつ容易である

◆ ごくまれに重篤な副作用をおこす(ワクチン関連麻痺症例)

◆ 不活化ワクチン(注射)  IPV

◆ 先進国を中心として使用されている

◆ 比較的高価、注射による接種が必要

◆ 重篤な副作用はない

◆ 日本でも不活化ワクチンへの変更が議論されている

2種類のポリオワクチン2種類のポリオワクチン





◇ポリオ－世界の問題

VAPPおよび二次感染を防ぐために、
OPVを中止しIPVへの切り替えを早急に
行う必要がある。

◇ポリオ－日本の問題

根絶間近ではあるが、資金不足に陥って
いる。資金調達のための新しいスキーム
が必要。


